
　今日、ガザ戦争はウクライナ戦争、台湾問題と並び、世界情勢を不安
定にしている。戦後最も不安定な時代と言っていい。
　何故こうした不安定な状況が出たのか。偶然ではない。米国の一極支
配が壊れ、購買力平価ベースでは中国が米国を抜き、G7のGDP 合計が
非G７の７か国合計の下となった。このことは、単に経済分野に限らず、
外交、軍事の面にも及んでいる。最早米国、それとの一体を図るＧ７諸
国が世界を動かす時代は去った。
　中東においても米国の軍事支援をうけるイスラエルの軍事的優位は圧
倒的だった。これにパレスチナを含め、アラブ諸国が軍事的に対抗する
ことは考えられなかった。
　私は、今次戦争はイスラエルがその政策を抜本的に変えないと、長期
的にイスラエルの崩壊につながる動きではないかと思っている。ミサイ
ル、無人機でのイスラエル攻撃は、イスラエルの国内ないしパレスチナ
に限定されず、周辺国から実施でき、これらすべてを制御できない。

孫崎 享さん (元外務省国際情報局長 )

20244／21（日）　14：00～16：30
　

参加費
申込み方法

Zoomによるオンライン講演会です。（13：30から入室できます。）

http://begleiten.org/
https://www.facebook.com/begleiten2
https://twitter.com/Begleiten2001

講師

一人1,000円 (入金後のキャンセルはご容赦ください。)

関根　090-9146-6667　　k_sekine@f7.dion.ne.jp

次の peatix アドレス又はQRコードから申込み、各自が選択
された方法で事前にお支払いください。
　https://begleiten240421.peatix.com/ 　
お支払い確認後、4月21日 ( 日 )13:00～ 13:30に ZoomのURL、ID、パスワー
ドを、個別にご連絡します。Zoom を利用されたことのない方は、使用方法をお伝
えします。お申込み時にお知らせください。

ZoomのURL

主催

問合せ先

―国際的変動の中のガザ戦争―
ガザ戦争と今後のイスラエルガザ戦争と今後のイスラエル

略歴　　
1966 年東京大学法学部中退、外務
省入省。駐ウズベキスタン大使、
国際情報局長、駐イラン大使を経
て、2002 年から 09 年まで防衛大
学校教授。この間公共政策学科長、
人文社会学群長を歴任。

主な著書　　
「戦後史の正体 1945－2012」、「日
本人のための戦略的思考入門」、
「日本の国境問題―尖閣・竹島・
北方領土」、「日米開戦の正体」、
「21世紀の戦争と平和」、「同盟は
家臣ではない」等。


